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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成21年12月3日(2009.12.3)

【公開番号】特開2008-235224(P2008-235224A)
【公開日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2008-039
【出願番号】特願2007-77438(P2007-77438)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   5/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｂ  13/00    ５０３Ｚ
   Ｈ０１Ｂ   5/14    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月15日(2009.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材上に、水及び／または有機溶媒中に金属コロイドとして分散されている主に銀から
なる金属超微粒子を付与し、設けられた金属超微粒子含有部に導電性を発現する方法であ
り、該金属超微粒子に銀イオンを還元することが出来る還元性物質を作用させることを特
徴とする導電性発現方法。
【請求項２】
　該還元性物質が、クエン酸、クエン酸アルカリ金属塩、アスコルビン酸、アスコルビン
酸アルカリ金属塩、ホスフィン酸、ホスフィン酸アルカリ金属塩、二酸化チオ尿素、硫酸
ヒドラジニウム、水素化ホウ素類、ハイドロキノンモノスルフォネートアルカリ金属塩の
中より選択される少なくとも一種であることを特徴とする請求項１に記載の導電性発現方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】導電性発現方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、良好な導電性を示す水溶液中で還元された金属超微粒子として、例えば、特開２
００２－３３８８５０号公報（特許文献３）には、（チオ）フェノール誘導体の多量体を
用いて製造され、温和な条件での焼成により導電性皮膜を得ることが出来る金属コロイド
溶液及びその製造方法が開示されているが、１００℃未満での焼成では高い抵抗値しか示
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さない金属コロイド溶液であった。特開２００５－０８１５０１号公報（特許文献４）に
は、低温焼成によって実用的な導電率を達成できる、安定した金属超微粒子及びその製造
方法が開示されており、１４０～２２０℃での焼成により、充分実用的な導電率を達成す
ることが出来るとあるが、やはり、焼成工程が必要であった。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　これらの金属コロイド溶液に含まれる金属超微粒子は、一般に分散剤により被覆されて
いるため、乾燥工程により水等の分散媒が蒸発した状態では、該金属超微粒子同士の相互
接続が形成されておらず、導電性を示さない、あるいは示したとしても非常に低いもので
あり、導電性部材として使用するための良好な導電性を得るためには、該分散剤を分解・
揮散させ、該金属超微粒子同士の融着による相互接続を形成するために焼成工程が必要で
あり、そのためのエネルギーが必要であるばかりでなく、耐熱性の点から使用できる基材
も限定されるものであった。
【特許文献１】特開平３－２８１７８３号公報
【特許文献２】特開２００１－３５２５５号公報
【非特許文献１】Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，Ｖｏｌ．
３７，Ｐ４７６－４９１，１８８９，Ｍ　Ｃａｒｅｙ　Ｌｅａ．
【非特許文献２】Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓ　ｉｎ　Ｃｏｌｌｏｉｄ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ
，１９４０，ｐ．１９，Ｈａｕｓｅｒ，Ｅ．Ａ．ａｎｄ　ｌｙｎｎ，Ｊ．Ｅ．
【特許文献３】特開２００２－３３８８５０号公報
【特許文献４】特開２００５－０８１５０１号公報
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